
エストニアってどんな国？？

北ヨーロッパ、バルト三国では最も北に位置している。首都はタリン。国土の半分以上が森林で覆われ、４

分の１近くが自然保護区。オーガニック（有機）農業においてはヨーロッパ２位の大きさのオーガニック農

地の面積割合を持っている。都市の規模感や森林が多いこと、オーガニックを大切にしていることなど宇

陀市と共通点も数多い。最先端のIT国家でもあり、IT教育以外にもキャリア教育や起業家教育にも力を

入れており、その成果として、人口当たりのスタートアップ企業数がEU１位と起業が盛んな国。世界トップ

レベルの学力やヨーロッパで最も進んだデジタルヘルスの仕組みがある。

◆対象： 宇陀市内在住で、宇陀市内中学校・宇陀高校情報科学科に通う中学1年生～高校2年生の中高生

◆派遣先 エストニア

◆派遣期間： 令和5年7月22日（土）～7月31日（月） ※短期留学前後には研修等に参加いただきます。

◆自己負担金： ・現地滞在中の食費5万円程度 ※事前に徴収させていただきます。

・現地学生とのプレゼント交換用の菓子（500円程度の好きなお菓子持参）

・パスポート取得費用

・自宅～関西国際空港間の往復交通費

・その他個人の用に必要な経費（自身や家族への土産代等）

※日本～エストニア間の往復航空券代、現地宿泊費、現地移動費、現地施設入館料、海外旅行保険料、通訳費、

オンラインプログラムにかかる費用については全額宇陀市負担

◆募集人数： 10名程度

◆応募方法： 必要書類を募集要領（4項参照）に記載の提出先宛に郵送または持参してください。

動画については提出先Eメールアドレス（uda.estonia@gmail.com）へメールにて提出し

てください。

提出期限： １次〆切：令和５年５月２９日必着/2次〆切：令和5年6月5日必着

※選考の結果、1次〆切で定員に達した場合は募集を締め切る場合がございます。

■問い合わせ先■

宇陀市役所 3階 市長公室 行政経営課 担当：水野

〒633-0292

宇陀市榛原下井足17番地の3

TEL:0745-82-3632

Email:g-keiei@city.uda.lg.jp

可能性は無限大！じゆうなんだ！宇陀なんだ！

海外短期留学中高生 大募集！！！

エストニアのアントレプレナーシップ（起業家教育）を学び、

国際的な視野を広げてみませんか？



報告会 8月30日（水）
14：00-16：00

エストニアで学んだこと、体験したことを今後どのように活かしてい
くかプレゼンテーション

8/7の週のいずれか1日
15：00-18：00 　　　エストニアを代表するロボット企業について学ぼう事後研修

宿泊先

機内泊

サーレマー島

（日本時間）22：25～関西国際空港出国

　　　（現地時間）10：10エストニア　タリン空港到着
（現地時間）14：50サーレマー島到着

エストニアとはどんな国かを学ぼう
　　　　　　　　　　　問題発見力を身につけよう！　（宇陀市役所内）

　　　　　　　　　グループ分けとワークショップ　　（宇陀市役所内）

内容（予定）

事前研修

6/24（土）
13：30-16：30

7/8（土）
13：30-16：30

日程

サーレマー島

移動・フリー（海洋博物館等見学） タリン泊

タリン泊

タリン泊

機内泊

解散

アフタースクール体験

LIFT（リフト） 99にてプレゼンテーション

午前　旧市街散策
（現地時間）15：15エストニア　タリン空港より出国

（日本時間）12：35関西国際空港到着

エ
ス
ト
ニ
ア

7/27（木）

7/22（土）

7/23（日）　

7/24（月）

7/25（火）

7/26（水）

7/28（金）

7/29（土）

7/30（日）

7/31（月）

サーレマー高校にて短期集中

プログラム授業を受講

サーレマー島

エストニアの手つかずの大自然を感

じるには最適な島。ゆったりとした

”島時間”が流れ、夏は多くの人々が

バカンスを取るために訪れる。

LIFT99（リフト99）

スタートアップの創業者同士を繋げ、

その成功を支援し、サポートする首

都タリンのスタートアップハブ。

多くの起業家たちが集まり、日々切

磋琢磨している場。

アフタースクール

カリキュラムも教科書もなし！「あれ

を作りたい！」「これを作りたい！」

という自分の興味をみたすために

やってくる子供たち。作業スペース

にはコンピューターに加えて、様々な

工具が用意されているが、全てプロ

仕様。学校ではない、しかし遊びでも

ないという独特の魅力空間。

サーレマー高校

2021年9月開校。高校生のみの学校で生徒数は440人ほど。エストニアでは規模が大きく、

現在は全国に13しかない公立の学校となるため、エストニア国内でも高水準の教育機関と

言える。コンセプトは「新しい教育方法を取り入れることで、変化の早い世界に適応できる人

材を育てる”Change Making School”を目指す。校長のIvo（イヴォ）氏が掲げるビジョ

ンとして、デザイン思考や主体的・協働的に問題を発見し解決する能力を養う「Project

Based Learning（課題解決型学習）」を取り入れた教育を目指している。


